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1. 平成28年12月期第3四半期の連結業績（平成28年1月1日～平成28年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年12月期第3四半期 22,161 4.7 737 10.7 766 12.4 513 24.4
27年12月期第3四半期 21,164 9.1 665 △21.6 682 △20.6 413 △17.5

（注）包括利益 28年12月期第3四半期 390百万円 （△13.5％） 27年12月期第3四半期 452百万円 （△14.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年12月期第3四半期 52.96 52.94
27年12月期第3四半期 42.33 42.28

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年12月期第3四半期 40,373 8,221 20.1
27年12月期 30,064 7,974 26.2
（参考）自己資本 28年12月期第3四半期 8,118百万円 27年12月期 7,867百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年12月期 ― 11.00 ― 12.00 23.00
28年12月期 ― 12.00 ―
28年12月期（予想） 12.00 24.00

3. 平成28年12月期の連結業績予想（平成28年 1月 1日～平成28年12月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,500 8.8 1,270 21.9 1,278 19.2 810 22.7 83.50



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に

対する四半期レビュー手続は実施中であります。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の情報に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】Ｐ．２「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年12月期3Q 10,040,000 株 27年12月期 10,033,600 株
② 期末自己株式数 28年12月期3Q 312,554 株 27年12月期 349,854 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期3Q 9,702,390 株 27年12月期3Q 9,760,126 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策及び金融緩和政策により雇用や所得環境の改善傾

向が続き、緩やかな回復基調で推移しておりましたが、新興国等の景気減速や英国のＥＵ離脱問題に伴う世界経

済への影響懸念等から景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。 

このような経営環境において、当社グループは、新しい価値の創造により、顧客に感動を、社員に夢を、株主

に満足をもたらす経営理念のもと、さらなる業容の拡大と成長を志向し、継続的な営業努力と効率的な事業運営

に努め、経営計画の達成を目指してまいりました。

各セグメント別の概況は以下のとおりとなっております。 

（情報サービス事業）

情報サービス事業の売上高は、情報処理サービスにおいて、各種ギフト処理サービス、地方公共団体向け処

理、請求書作成代行などの売上が順調に推移いたしました。ＳＩ・ソフト開発、商品販売においては、

GoogleAppsなどクラウド関連サービスや、オートオークション業務システム、ＥＲＰパッケージなどの案件が順

調に推移したものの、前年同期に計上した地方公共団体向け大型機器販売などの影響により微増となりました。

利益面では、情報処理サービスにおいて新たなギフト処理サービス立ち上げのための費用増大や既存サービスの

価格競争により利益率が厳しくなっているものの、ＳＩ・ソフト開発では利益率の高い案件の獲得などにより、

増益となりました。

以上の結果、情報サービス事業の売上高は111億円（前年同期比0.6％増）、営業利益は２億53百万円（前年同

期比28.7％増）となりました。

（収納代行サービス事業）

収納代行サービス事業においては、地方自治体を含む新規取引先の獲得が順調に推移いたしました。これに伴

い、売上高の伸び率は４月以降の動きと同様に月毎に大きな変動が見られたものの、第３四半期連結累計期間を

通じては概ね良好な結果となりました。また、スーパーマーケットやドラッグストアチェーン店舗向けの収納窓

口サービスの導入店舗数もほぼ計画通りに増加いたしました。

以上の結果、収納代行サービス事業の売上高は110億60百万円（前年同期比9.2％増）、営業利益は４億74百万

円（前年同期比22.6％増）となりました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は221億61百万円(前年同期比4.7％増)、利益において

は、営業利益は７億37百万円(前年同期比10.7％増)、経常利益は７億66百万円(前年同期比12.4％増)、親会社株主

に帰属する四半期純利益は５億13百万円(前年同期比24.4％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比較して103億８百万円増加し、403億73百万円とな

りました。これは主に、受取手形及び売掛金が５億49百万円、現金及び預金が４億８百万円減少したものの、金銭

の信託が108億68百万円、前払費用が１億65百万円増加したことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比較して100億61百万円増加し、321億51百万円とな

りました。これは主に、買掛金が３億79百万円、短期借入金が２億33百万円減少したものの、収納代行預り金が

105億67百万円、賞与引当金が２億89百万円増加したことによるものであります。

なお、金銭の信託及び収納代行預り金は、収納代行サービス事業に係る預り金が含まれており、預り金の入出金

タイミングの影響を受けたことにより増加しております。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比較して２億46百万円増加し、82億21百万円とな

りました。これは主に、その他有価証券評価差額金が１億18百万円減少したものの、利益剰余金が２億79百万円増

加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年12月期通期の連結業績予想につきましては、平成28年１月29日の「平成27年12月期 決算短信」におい

て公表しました業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,951,758 4,543,104

金銭の信託 14,830,419 25,698,744

受取手形及び売掛金 4,569,459 4,019,748

有価証券 30,000 －

商品 40,203 21,251

仕掛品 547,429 607,512

前払費用 468,049 633,393

繰延税金資産 44,198 122,153

その他 28,151 85,025

貸倒引当金 △463 △423

流動資産合計 25,509,205 35,730,511

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,329,135 1,230,342

土地 792,557 791,098

その他（純額） 652,414 796,278

有形固定資産合計 2,774,107 2,817,719

無形固定資産

ソフトウエア 440,428 479,814

ソフトウエア仮勘定 124,609 176,117

その他 28,924 12,886

無形固定資産合計 593,961 668,818

投資その他の資産

投資有価証券 862,726 797,902

繰延税金資産 7,174 7,287

差入保証金 290,327 308,208

その他 27,326 43,048

貸倒引当金 △235 △200

投資その他の資産合計 1,187,319 1,156,247

固定資産合計 4,555,389 4,642,785

資産合計 30,064,594 40,373,296
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,212,615 1,833,547

短期借入金 233,417 －

1年内返済予定の長期借入金 167,232 151,600

未払法人税等 160,100 187,582

収納代行預り金 17,147,517 27,714,811

賞与引当金 5,250 295,043

役員賞与引当金 1,000 24,583

受注損失引当金 1,800 18,240

株主優待引当金 47,000 317

その他 1,254,310 1,231,159

流動負債合計 21,230,244 31,456,885

固定負債

長期借入金 342,402 192,310

繰延税金負債 62,174 18,424

役員退職慰労引当金 213,831 217,196

退職給付に係る負債 39,307 21,374

資産除去債務 12,129 12,241

その他 190,060 233,507

固定負債合計 859,905 695,053

負債合計 22,090,149 32,151,939

純資産の部

株主資本

資本金 1,227,363 1,229,213

資本剰余金 927,219 929,069

利益剰余金 5,810,305 6,089,415

自己株式 △307,282 △219,751

株主資本合計 7,657,605 8,027,945

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 209,689 90,930

その他の包括利益累計額合計 209,689 90,930

非支配株主持分 107,149 102,480

純資産合計 7,974,445 8,221,357

負債純資産合計 30,064,594 40,373,296
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 21,164,289 22,161,076

売上原価 17,807,465 18,617,852

売上総利益 3,356,824 3,543,224

販売費及び一般管理費 2,690,980 2,805,804

営業利益 665,843 737,420

営業外収益

受取利息 2,379 1,542

受取配当金 9,106 7,177

持分法による投資利益 358 1,408

受取手数料 2,877 5,921

助成金収入 3,600 －

為替差益 － 19,495

未払配当金除斥益 278 344

その他 1,256 630

営業外収益合計 19,857 36,521

営業外費用

支払利息 2,200 1,383

有価証券運用損 － 2,980

投資事業組合運用損 － 2,660

為替差損 1,341 －

営業外費用合計 3,542 7,024

経常利益 682,158 766,917

特別利益

補助金収入 － 112,481

特別利益合計 － 112,481

特別損失

固定資産圧縮損 － 92,572

特別損失合計 － 92,572

税金等調整前四半期純利益 682,158 786,825

法人税、住民税及び事業税 324,431 353,037

法人税等調整額 △59,367 △75,791

法人税等合計 265,063 277,245

四半期純利益 417,094 509,579

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
3,956 △4,219

親会社株主に帰属する四半期純利益 413,138 513,799
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益 417,094 509,579

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35,878 △118,758

繰延ヘッジ損益 △955 －

その他の包括利益合計 34,923 △118,758

四半期包括利益 452,017 390,821

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 448,061 395,040

非支配株主に係る四半期包括利益 3,956 △4,219
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

情報サービス
事業

収納代行サー
ビス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,031,412 10,132,877 21,164,289 － 21,164,289

セグメント間の内部売上

高又は振替高
38,364 165 38,529 △38,529 －

計 11,069,777 10,133,042 21,202,819 △38,529 21,164,289

セグメント利益 197,116 386,868 583,985 81,858 665,843

（注）１．セグメント利益の調整額81,858千円は、報告セグメントが負担する管理部門費の配賦差額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

情報サービス
事業

収納代行サー
ビス事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,100,848 11,060,227 22,161,076 － 22,161,076

セグメント間の内部売上

高又は振替高
78,526 20 78,547 △78,547 －

計 11,179,375 11,060,248 22,239,623 △78,547 22,161,076

セグメント利益 253,607 474,136 727,744 9,675 737,420

（注）１．セグメント利益の調整額9,675千円は、報告セグメントが負担する管理部門費の配賦差額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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